
●本製品は複層ガラス使用のためかなりの重量がかかります。下枠が下がらない
ようモルタルを充てんしてください。 
●枠は必ず指定のスクリュー釘・木ねじで固定し、下枠のモルタルが固まったこと
を確認してから障子・袖を建込んでください。 
●開口部を付け枠などでふかす場合は、一体物と同じ強度になるよう取付けてく
ださい。
●リニア・電気錠仕様の時は柱に加工をしてください。枠を取付ける時は加工が
あることを確認して取付けてください。

MAK-9A　AQ00　2006年5月1日発行

取付け説明書エスキューブ枠（片袖・一本引）

■施工される方へのお願い

…取付けを誤った場合に、使用者などが中程度の傷害・軽
傷を負う危険又は物的損害の発生が想定されます。冒
頭にまとめて記載していますので必ずお読みください。

●本製品の組立て後の製品重量は袖1枚当たり最大で65kg、障
子1枚当たり最大で50kgになります。対応する人数で施工およ
び建込みを行ってください。おもわぬケガをするおそれがあり
ます。
●ドアの外れ防止のため、建付け後上がり止めを正しくセットして
ください。障子が外れておもわぬケガをするおそれがあります。

●この説明書は、必ず施工される方にお渡しください。　※　　　内は、ロットNO.表示位置を示します。
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■ねじ一覧表

注  意!

注　意!

①開口部の水平・垂直を確認し、枠を仮
止めします。
※水平・垂直がでていないと障子の開閉
が重くなります。必ず確認してください。
②下げ振り・水準器で枠のねじれ・倒れ・
ゆがみを直した後、本固定します。
※下枠はかい物・当て木などをして水平
を出し、モルタルの充てんにより
2mm以上の狂いが出ないようにして
ください。2mm以上の場合、開閉に
支障をきたしたり、性能が低下するこ
とがあります。

※図は片袖枠を示します。

※図は片袖枠を示します。
　一本引も同様です。

●縦断面図〔片袖枠開口部〕

●縦断面図〔一本引枠開口部〕

●縦断面図〔一本引枠リニア開口部〕 ●縦断面図〔一本引枠リニア壁納まり部〕

●縦断面図〔一本引枠壁納まり部〕

●横断面図〔一本引枠〕

●縦断面図〔片袖枠リニア開口部〕

●横断面図〔片袖枠〕

【断面図】

下げ振り

水準器

下枠

方立

袖縦枠

戸先
縦枠

上枠

ロットNo.表示位置
上枠・中央

A枠の取付け

①袖を番号順（　→　）に室外側から入れます。
②袖縦框と方立を同梱のねじで固定します。
③溝ブタを方立にはめ込みます。

S袖の建込み（片袖の時のみ）
●図中の（　→　）順に建込みます。
①上枠カバーを持上げ、アームストッパーで固定します。
②ドア本体を持上げ、いったんドア本体の下部をオールステンレ
ス下枠のガイドローラーにのせます。
③ドア本体を再び持上げて、吊車を上枠のレ－ル部に引掛けます。

Dドア本体の建込み Fドア本体の建付け調整

①調整ねじを2～3回回してゆるめます。
②調整ねじをいっぱいに上げた後、約1mm下げて仮止めします。
③ドアを開閉し、支障がないか確認します。
④調整ねじを本固定します。
※この時カバーフックも一緒に動きます。この調整を行わないとカバーフックが上枠カバ
ーに干渉し、閉まりません。上枠カバーを閉める時には、本体を全開にした状態にしてか
ら閉めてください。上枠カバーは、障子が全開状態の時にしか開かないようになってい
ます。無理矢理開けようとすると、カバーフックやカバーが変形するおそれがあります。

H上がり止めの調整
※戸先ガイドローラーは建付け調整後、取付けてください。
①下枠に差込んである戸先ガイドローラーを、同梱のねじ
で戸先框へ仮固定します。
②戸先ガイドローラーとオールステンレス下枠のすき間は、
約4.5mmとなるように調整し、本固定してください。
③縱框カバーをはめ込みます。

G戸先ガイドローラーの取付け

■下部にすき間がある場合（図5）
●上枠カバーを開け、戸先側吊車の調
整ねじを右に回して調整します。

■上部にすき間がある場合（図6）
●戸尻側吊車の調整ねじを右に回して
調整します。

■取付け順序

■参考納まり図
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■右本体の場合

【片袖】 【一本引】
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■左本体の場合
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●本説明書で使われているマークには、以下のような意味があります。
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■施工上のお願い

■配線引出し部木加工図（※はリニア・電気錠仕様時のみ）
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フック

●上枠が固定できるようにまぐさを
入れてください。上枠が垂下がる
おそれがあります。
●かい物はアンカー部に当てない
ようにしてください。下枠が変形
するおそれがあります。

お願い

●袖はラベル表示に従い、上下を
間違えないようにしてください。

お願い

上がり止め調整ねじ
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古紙配合率100％再生紙を使用しています。


